
南文化公園
第3回ワークショップ
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はじめに

2



ワークショップのルール

①個人の意見を出し合う。

②お互いの意見を尊重する。

③みんなで1つの意見にまとめる。

よろしくお願いいたします。
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公園整備ワークショップの流れ（全3回）

WS第3回WS第2回WS第1回アンケート

11/269月23日7月30日5月26日～6月12日日程

「計画を確認し、

語り合おう」
「形をきめよう」

「どんな風に

過ごしたい？」

「どんな公園がいい？」
新たな２つの公園の

望ましい姿を意見収集
する

テーマ

計画内容を確認し、

今後の公園の使い方に
ついて意見交換する。

施設・植栽等の種類と
形を決める。

公 園 の ビ ジ ョ ン （ キ ー
ワード）・必要施設・配置
を決める。

新たな２つの公園に望
まれる傾向をつかむ

ゴール
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第3回ワークショップの目標

テーマ：

「計画を確認し、語り合おう」

ゴール：

計画内容を確認し、今後の公園の使い方について意見交換する。
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1. 開会の挨拶 （5分）

2. 第2回ワークショップの振り返り （5分）

3. 最終計画案の説明 （20分）

質疑応答 （5分）

4. ワーク （60分）

ワークの説明（10分）

意見交換（50分）

①最終計画案の確認（グループワーク）

②公園の使い方や維持管理（グループワーク）

5. 発表 （20分・各班5分）

本日の流れ
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6. まとめ（5分）

7. 閉会の挨拶（5分）

10:00
START

GOAL
12：00



第2回ワークショップ
の振り返り
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公園の案への意見交換
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北西エントランス

水遊び場（ミスト）

水飲み

トイレ

幼児の遊び場

幼児用遊具

広場

駐輪場

木の実広場

児童の遊び場

複合遊具

芝生の築山

鑑賞の庭

駐輪場

木陰広場

南東エントランス

入口

入口

入口

入口

入口

安全・安心でみんなが遊べる憩いの場

前回のワークショップの

公園の案です
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雰囲気を決める（グループワーク）

これまでのアンケートやワークショップで得た

南文化公園の共通キーワードを表現するため

にふさわしい雰囲気を選んでいただきました。

雰囲気を決めることで、公園の構成や素材の

雰囲気に一貫性・統一感をもたせます。

【南文化公園の共通キーワード】

安心・安全

みんなの公園（大人も子供も）

リラックス（憩い・のんびり）

花・緑

水（昭島市の個性）

前回のワークショップで使用した

ワークシートです

誰にとっても入りやすい、中立な雰囲気。

自然風の雰囲気。

他にはない和風の公園もよい。

特徴・シンボルがほしい。

公園全体で四季を感じられるとよい。

広場にはシンボル樹があるとよい。

トイレが明るくきれいであると安心できる。

雰囲気を決めるワークでのご意見
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複合遊具のパーツ鑑賞の庭のテーマ木陰広場の顔となる樹

クライミング、つりばし四季の庭イロハモミジ

ベンチ幼児用遊具

せもたれ 有りタイプ
座面 スクエアタイプ

お山遊具
幼児すべりだい

施設・植栽などを選ぶ
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投票形式で選んでいただきました。

最終計画案の説明
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最終計画案
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①雰囲気
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素材や園路舗装は
都会的

全体としては中立

やわらかな園路線形、
ランダム性のある
植栽配置、築山

が自然風

植栽で和風の
雰囲気を出す

季節毎にポイント
となる植栽

既存樹のサクラ

水をシンボルとする
（ミスト設備）

明るくきれいなトイレ



①雰囲気
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最終計画案第2回WSの意見

やわらかな園路線形、ランダム性のある植栽
配置、築山が、自然風。

各施設の素材は自然風の雰囲気に合う形態
や模様や色としつつ、耐久性のあるものとし、
園路舗装は平滑なものとし、全体としては中立
な雰囲気とする。

 誰にとっても入りやすい、中立な雰囲気。
 自然風の雰囲気。

植栽で和風の雰囲気を出す。 他にはない和風の公園もよい。

水をシンボルとする。北西エントランスの先に
シンボルとなるミスト設備を設置する。

 特徴・シンボルがほしい。

春はサクラ、夏はミスト、秋は木陰広場のモミ
ジと木の実広場の木の実、冬は落葉樹の落葉
した姿。散策の庭は「四季の庭」として、季節毎
にポイントとなる植栽を検討する。

 公園全体で四季を感じられるとよい。

明るくきれいなトイレとする。 トイレが明るくきれいであると安心できる。

樹木診断であるサクラをシンボルツリーとする。
マツは腐朽がすすんでいるため伐採する。

 広場にはシンボルとなる樹があるとよい。

• 樹木診断の結果、サクラの生育が良く、残せることとなった。

• マツは腐朽がすすんでおり、今後立木が難しいため伐採する。

樹木診断の結果

16



②公園を特徴づける施設
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水遊び場とまとめて配置
帰りに手を洗って帰れる

子どもの水遊び
ランニング後のひと休み

内側の目立つ位置かつ
児童・幼児の遊び場を

区切る位置に配置

②公園を特徴づける施設
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最終計画案第2回WSの意見

水遊び場の位置は周回園路の内側の目立つ
位置かつ児童・幼児の遊び場の間に配置。子
どもの水遊びはもちろん、ランニング後のひと
休みや夏場の暑さ対策など子供から大人まで
使える。

 水遊び場の場所は、北西エントランスの広
場とは別がよい。

 水遊び場の位置が出入り口や交差点に近
いので危ない。

水遊び場とまとめて児童・幼児の遊び場の間
に配置。帰りに手を洗って帰れる。

 トイレとは別の場所に子ども用の水飲み、
手洗いがあるとよい。

噴出口へのいたずらが懸念されるため、地表
に近いミストは設置せず、高さのあるものにす
る。

 水遊び場ミストが下から出るタイプがあると
よい。

手押し井戸は他の施設で子どもが可動部に手
をはさむ事故があったため設置しない。

 ミストは水遊びと言えるのか。手押しの井戸
はどうか。



③施設の配置
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木陰をつくる樹木と
ベンチを追加

入口開口部をより東・
南に移動させた。

③施設の配置
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最終計画案第2回WSの意見

交差点角の植え込み地を広げ、入口開口部を
より東・南に移動させた。

 北西エントランスの開口部が交差点に近い
ので危ない

児童・幼児の遊び場、北西エントランスに木陰
をつくる樹木とベンチを追加。

 日陰が欲しい。

以下の理由で、遊び場は北側に配置する。
• 南側にも住宅がある。

• 南側の道路工事の影響で、遊具の配置が
難しい。

• 既存樹木がある。

 遊び場は住宅が少ない南側にあるほうがよ
い。



④施設の内容
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北西と南東の両方に
駐輪場を設置

四阿を設置

東側民地から
離れた範囲に

散策小径

スクエアベンチを
多摩産材に

低くなだらかな、
ピクニックが
楽しめる築山 ソーラー照明は

北西・南東エントラ
ンスに設置

④施設の内容
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最終計画案第2回WSの意見

北西と南東の両方に設置する事で園内への乗り
入れを防ぐ。

 南東エントランス側の自転車置き場は駅利用
者の自転車置き場となる懸念がある。

 駐輪場は北西と南東の両方にあったほうがよ
い。

北西・南東エントランスに設置する。 ソーラー照明があるとよい。

四阿を設置する。（防災機能付き） 雨宿りできる場所がほしい

四阿の下のスクエアベンチに導入する。 遊具などに多摩産の木材を使えるとよい。た
だしメンテナンスしやすく清潔感を維持できる
とよい。

東側宅地から離れた範囲に設ける。 鑑賞の庭の中に小径を作って散策できるとよ
い。

低くなだらかな、ピクニックが楽しめる築山。 築山は富士見公園にもあるため、差別化でき
るとよい。（斜面を活かしたスライダーなど）

近隣住民の利用を想定。違法駐車の懸念がある
ため設置しない。

 体の不自由な方が車で来ることができるよう、
駐車場があるとよい。

引き続き検討をしていく。 防犯カメラがあるとよい。

原則持ち帰りとするため設置しない。 ごみ置き場の設置は要検討。



• 自然風の雰囲気に合う形態や模様や色としつつ、素材は耐久性のあるものとします。

⑤施設のイメージ（共通）
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 インクルーシブな要素を取り入れる。

色は南文化公園のコンセプト「自然風」「水」にあわせる。

⑥施設のイメージ（遊具）
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• 子どもの水遊びに加えて、夏場のクールダウン（熱中症対策）として子どもから大人
まで利用できる。

• 配置は、水のかからない動線を確保する。

⑥施設のイメージ（水遊びミスト設備）
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• 耐久性のある再生木材を使用する。

• 木の色味は統一する。

• 多摩産材は、防災四阿下のスクエアベンチに導入を検討する。

⑥施設のイメージ（ベンチ類）
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• 自然風の雰囲気に合う形態や模様や色としつつ、素材は耐久性のあるものとする。

⑥施設のイメージ（便益施設・管理施設・休養施設）
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• 公園全体で四季を感じられるようにする

• 第2回ワークショップで選ばれたイロハモミジともなじむ樹種とする

⑦植栽
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⑦鑑賞の庭（四季の庭）
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秋夏春

ヤマボウシ、ドウダンツツジ、シュウ
メイギク、ススキ、ツワブキ

アジサイ、アガパンサスシモクレン、ヤマボウシ、ミツマタ、
ヤマブキ、オオデマリ、ドウダンツツ
ジ、ヤマツツジ、シャガ、クサソテツ、
シバザクラ

 四季折々の表情を楽しめる庭。散策しながら花木、紅葉樹、色々な下草を鑑賞できる。

 宅地側は目隠しと近づき防止のための植栽を設ける。

※今後の詳細設計で変更となる場合があります。

⑦鑑賞の庭（四季の庭）
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 通年の緑

ヒサカキ、モッコク、ヒイラギナンテン、センリョウ、アオキ、ヤツデ、フッキソウ、チゴザサ、ツワブキ

※今後の詳細設計で変更となる場合があります。



① アダプト制度とは

• 市との合意に基づき、活動団体が公共施設の一定区域において、愛着と責任を持ち、継続して
美化清掃活動に取り組むことである。

② 対象

• 3人以上の市民で構成する団体であること。

• 公共施設の一定区域において、1年以上の期間を通じ定期的に美化清掃活動を行うことができ
ると認められること。

③ 登録団体数（令和5年4月現在）

• 道路：27 公園：14 花壇：2 崖線：1

• 道路・公園などを美化・清掃するボランティア団体として昭島市では現在44団体が登録している。

• 公園を対象にした団体は14団体が登録している。

• 活動内容は、公園や周辺道路の清掃、花壇づくりなど。

公園の使い方に関する紹介
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④ 市からの支援

• ほうき、ちりとり、軍手その他美化清掃活動に必要な用具の提供

• ごみ収集袋の提供その他収集したごみの運搬及び処理に必要な支援

• アダプトサインの設置

• ボランティア保険の加入

• その他市長がアダプトに必要と認める支援

• 注：5年以上活動している団体には、市より感謝状を贈呈しています。

⑤ アダプトの流れ

• 市へ問い合わせをする（注意：活動内容により窓口が異なります。）

• 市と協議し、区域を設定する

• 申込書（第2号様式）に団体の構成員名簿を添え、市に申し込みをする

• 団体と市で合意書（第1号様式）を取り交わす

• 市と協議しながら、アダプト活動を行う

公園の使い方に関する紹介
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アダプト制度 事例
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住民の皆さんによる花植えの様子です。

公園の使い方に関する意見
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アンケートでは、次のような意見がありました。

昭島市内でのフリーマーケットやハンドメイドマーケット等が少ないので、開催できる
ところがあるといい。

 フリマを定期的にしたい。

お花見やピクニックを楽しみたい。

土日にキッチンカーやカフェがあるといい。



これまでのワークショップで確認したこと

35

設置できない施設

 火気厳禁（バーべキュー・花火 など）

 スポーツ施設（サッカー場・野球場など）

 球技用ボールの利用 ⇒ 新畑公園にて計画

 安全性の確保ができないもの

 維持管理・衛生管理が困難なもの

その他

 夜間の施錠はしない。（災害時の避難場所として
の役割）

 雨水処理、公園内は浸透貯留槽で対処し、周辺
道路は雨水管を入れて対処する。

 公園周辺道路は公園整備後の施工となる。

新設道路

ワーク
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ワークの2ステップ

最終計画案を確認する

• さらに良くする工夫

37

公園の使い方について話し合う

• 南文化公園でこんなことがしたい・やってみたい

①

②

グループワーク

25分

グループワーク

25分

最終計画案を確認する（グループワーク）
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最終計画案は基本的には
これまでのワークショップ

の積み重ねとして、
完成形です



公園の使い方について話し合う（グループワーク）
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こんなことがしたい・やってみたいという意見
を自由に話し合ってください！

【参考】
これまでのアンケートやワークショップで得た
南文化公園でやってみたいことの意見
これまでのアンケートやワークショップで得た
南文化公園の共通キーワード

最後に発表してもらうこと

①最終計画案について

• さらに良くする工夫

②南文化公園でこんなことをしたい・やってみたい

1班につき、発表時間は5分です。

よろしくお願いいたします。
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